
国立国語研究所学術情報リポジトリ

How to describe body movements : A tentative
plan

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-03-31

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 杉戸, 清樹, SUGITO, Seiju

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00001063URL



身振　　　りを言

一一
u変位」、の記録表試案一一

己録する

杉戸清樹

0．　まえがき

　本稿の灘的は，実験的に統制された5入のグループによる座談場齎の録音，

ビデオテープ録画資料①をもとにして，参加者の発話に付随する動作一身振

り・手振り・姿勢一一を，コミ。．　＝＝ケーションの不可欠な要素として抽出，分

析するための具体的な紀述手段について，一試案を提出することにある。

　コミュ：ケーシsン行動ないし表現行動に関与する要素として，音声言語を

中心とした狭義の言語のみならず，ここで扱おうとする動作・身振りや，人と

人との空間的距離，向き，あるいは様々な記号，信号，刺激などをも数えあげ

る立場は，副言語学（Paralinguistics），非言語的コミ、、ニケーション論（Non－

verbal　Communication　Study），シンボル学（Symbology），運動論（Kinesics），

距離論（Proxemics）など多くの分野にみられる。

　本稿の論旨は，こうした諸分野のこれまでの蓄積に負うところが大きいが，

今，それを概観することはしない。次節で，本稿の立場の位置づけを確かめる

意昧で注意すべき，方法論上の2，3の点にふれるにとどめたい。

1・この試案の立場丁方法論上の留意点

　狭い意味での雷語に．よる，感情，思想，意志などの表出，理解の行動を，言

語によらざる同種の行動とならべて，これらの上位概念としてのコミca　：一ケー

ション行動，伝達行動に包粥して抱握しょうとする立場がある。

　後者，つまり人間や動物が，非言語的儒号，記号，動作，空間，人工物など

何らかの媒体や方法でコミュニケーションを成立させていく過程について，そ

の媒体の有する構造，機能，意昧やコミュ＝ケーション全体の構成などを解明
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しょうとする努力の申で，前者，つまり人間の音声雷語を中心とした狭い意味

での言語を媒体とするコミュXケーション，及びその研究は，響き「くわけて，

2つの位置づけを与えられてきたと思われ奄

　ひとつは，非雷藷的媒体のあり方を解明するうえで，それ自体がすでに媒体

である言語との関連一媒体としての共起可能性，代替可能性，翻訳可能性な

どの相互関連一が注目され記述されてきたことである。

　ふたつには，専ら方法論上の問題として，〈科学〉としての書語学が具えた

様々な方法や観点一音韻論（PhOnemics），形態音韻論（Morpho－phonemics），

形態論（Morphology），統語論（Syntax）等々が，非言語的な媒体の構造や体

系の認述・分析に，類推的に適用されてきたことである。

　前者の位置づけとは，例えば交通信号という非言語的信号のうち，赤シグナ

ル（丸，四角），道路標識，赤籏（三角，四角），降りた踏切遮断機，警察官の

両（片）上肢を水平に挙げた姿勢などを，これらが「thまれ」，「危険」という

音声書語，文字言語との間にもつ様々な関連性に注目して記述・分析しようと

する立場についてのものだ。これについては，あらためて詳しく述べる必要は

ないだろう。

　一方，後者について，交通信号を例にとれば，シグナルや旗を信号として記

述する際に，形状（丸，三角，四角……。電灯，灯火，布，金属・・…・。）は信

号の要素として非関与的（irrelevant）ないし冗長（redUndant）であり，その

ものの色が他と区別されて赤と一般に認識されることが関与的（relevaltt）で

あると記述する場含，その分析過程で，ヒ葺き換えテスト”，Ct共起テスト”な

どの手順，冗長度（redundancy），関与性（relevancy）などの概念が適用さ

れていることがこれにあたる。しかし，こうした手順，概念といった細かなレ

ベルでの方法上の類推（その上，それらはなにも言語学の専売物でもない）竜

さることながら，ここで注目したいのは，より大きなレベル，つまり理論的枠

組・構成のレベルでの言語学への類推である。異体例を2つ示し，詳しくみて

みよう。

　さきにあげた運動論（Kinesics）の実質的な提唱者R．　L　BIrdwhiste王1は，人間

の身体の動きを，第1図のような階層縫目をもとにして記述しようとする（2）。
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Kinemorphics　t：

Kinesics　：一

Prekinesics　：

Ki獄e孤orphic　Co鍛struct圭。簸

C・磁Plex　（S蜘le＞

K三！｝e！鷺orph　　Kine搬orph

　　　　　　　　　th
　　　　　　　　　y
　　　　　　　　Ki烈es

Kine

禽

A
Variants

Kines　a＄

K量簸e恥orphs

Arbitrary　raw　unlts　of　body　motion

第著図　　K蓋皿e燃orphic　Co無s｛；ruc｛；io黙s　（Bir｛丑wh圭sもe11　（1970）　p．　雀98）

具体例
。1〈ine（S）（運動素）（3）

　　X；spec遙。　brow　kine（f鐸k’の動き）

　　Y；specific　lid　l〈ine（まぶたの動き）

　　Z；specific　lateral　orblt　kiRe（眼球の水平の動き）

　　鷺｝・・…をそれぞ欄す・・

◎（Simple）Kinemor1）h（蝋純運動形態素）

　　RX　LX　RX　RX
　　RY　LY　RY　LY　・一一・一・・一
　　RZ，　LZ，　LZ，　RZ
・Complex　Kinemorpli（複雑運動形態素）

　例えば，右眼（燧i，まぶた，眼球）の運動索をRX，　RY，　RZとし弛の身俸都

位（右手第1指，第2指，第3指）のそれをRS，　RT，　RUとする時，

　　RX　RT　RS　RX
　　RS　RY　RT　RY　一一・一・一一・一
　　RZ，　RU，　RZ，　RU
などが，zz：いに他と区胴すべきまとまりを示す場合，これらのまとまり。

oKine（s）　as　1〈inemorph

　RX，　RY，　RS……などがそれ霞体，運動形態素として認め得る場合。
。（Simple）　K：inemorphic　Combination　（茸編婦選至言形態素凝蜜合）

／難難／／讐，樗／一一

　同じ身体部位の運動素からなる運動形態素群がまとまりをもっと認め得る場含。

。Complex　K：inenaorphic　Combination（複雑運勤形態素結合）
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／ll，諺／／難誘／一
　異なる身体部位の運動素からなる，複数の運鋤形態素の結合休。／／は結合の一一一

単位を示すマークである。

。1〈inemorphic　Construction（運動形態素構成）

　Kinemorph，　Kine鵜orPhic　Combinationが，単独あるいは複数で形成するまと
　まり。

　一mo「Ph，一morphic，　complex，　combinationなどの術語の類同性はもとよ

り，それぞれの単位相互の階層機成関係も，言語学上の音韻論，形態音韻論，

形態論などにおけるそれと平行的に把えられている。また構成単位の認定法

（Birdwhiste11（1970）PP・192～209）も，音韻論での音素問，弁別素性（Distinctive

Feature）間の対立分析（Contrast　Analysis）にパラレルな手順が採られてい

る。

　こうした雷語学の枠組への類推の，今ひとつの例は，F．　C．　Peng（1976）「乎

話の文字化」に見出すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　……音声学においては，連続した音を出すのに，蒋定の音声理窟とどのように組み

　合わさっているのか，またそれらの器宮はどのように，そしてどの程度互いに接近し

　たり，遠ざかったりしているのかが研究されている。この種の研究は「構音癒声判

　として知られているが，これと同じ研究を身体の各部位について行な5ことがおそら

　く可能だと思う。すなわち，ここでは，音声を発するためではなく，手話と呼ばれる

　動作を作り畠すために，各身体部位がどのように組み合わされまたそれらの都位はど

　のように，そしてどの程度互いに撲近したり，遠ざかったりするのかを解摂していく

　のである。私はこの新しい分野の研究を「構動身ぶり学」と名づけたい。（Peng　1．976

　P．25）

　Pengは，こう述べつつ，手話の身振りを構成する身体部位をく腰触グルー

プ”，璽四劫接触グループ”に分け，調音音声学でいう“構音錦心”，喝購音点”と

これらとの平行性を示し，また，身体部位の接触によってつくられる身振りを

服子音”に，非接触のものを“母音”になぞらえ，究極的には，音声学でいう

IPA（国際音声字母）にあたるIKA　（国際身張り字母）の可能性をも示唆し

ているのである。（Peng（1976）pp．　26・V32）

　こうした，方法論，枠組の上での言語学への類推に依拠した非雷認的媒体に

よるコミュニケーション研究が，同じくコミュニケーションの媒体としての言
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語を扱う欝語学と，理論的にどのような関係にたち，そこにどのような問題が

あるのかについての考察は，当然十分なされなければならない作業である。広

井（1976），Birdwhistell（1970），　Weitz（1974）などが，この点で注闘され

る。ここでは，この点についての詳論は避け，以下で提案する詔述法の立場を

明らかにするtcとどめておく。

　1．対象として，コミュニケーションに関与する非言語的媒体のひとつとし

　　ての身振りを扱う。その際，音声書語との関連一前述の共起・代替・翻

　　訳などの可能性に濡蹟する点で，従来の態度と岡じである。

　2．方法的な枠組の上でも，書語学への類推を前提としている。

　2－1．運動論で通常行われている記述法より，一段下のレベルでの，より細

　　　かな記述を中心におく。前にみたBirdwhistell，およびこれとほぼ同様

　　　な紀三法によるA．Kendon（！970），A．T．　Dittmann（1972）は．あるま

　　　とまった動作単位（Birdwhistellの枠組では運動素，運動形態素にあた

　　　ろう）を扱うKiResic　Macrorecordl難g　K：eyと，動作角度，動作距離な

　　　どの，量的な面を含めた詳細な記述をするためのMicroki！｝esic　Record－

　　　ingの方法とを，ともにアルファベット，略号，数字，および若干の記

　　　号で構成している。

　　　　これに対してここでの試案は，できるだけ略写，記号を排除し，動作

　　　角度や動作距離など細かなレベルの蚤もあわせて数値で示そうとするも

　　　のである。

　2－2．　ここでの試案は，ひとつの身体部位がどの程度動いたかを記述すると

　　　いう意味で，言語学における調音音声学に対応するレベルの記述であ

　　　る。前述のPengの記述法（これは通常の雷語表現による説明が基本に

　　　なった記述法である）が，「手話」という既知の規魏の体系を認述するこ

　　　とを渇標にしているという点で，いわば規範的（Prescriptive）な調音音

　　声学に対応するといえるのに対して，ここでの試案は，あらかじめヒ親

　　鋼”やtt文法”を前提としていないところで（将来，その構築を目指し

　　てはいるものの）階己述”しょうとするわけであり，詑述的調音音声学

　　　（Discriptive　Articulatory　Phonetics）に対応するといえる。
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3。2－1，2－2で述べたヒぽり細かなレベルから”階己述的に”という態度

　は，次の理由による。

　　コミュニケーションに何らかの意味を伴って，積極的に関与する身援り

　とは，どの身体部位がどの程度動くものであるのかについて，今，われわ

　れは正確な知識をもっていない。もちろん同一の文化・社会を背蟹とする

　複数の個人間に，この点についての一一定の共通理解・共通判断は存在し得

　る。頭部を上下に動かせば，努なずき”と呼ぶ「肯定」，「岡意」を表す

　身振りであると，一一般の揖本人は判断する。しかし，このような共通の理

　解が可能な身振りは，実際のコミュ鵡ケーション場面に現れる多種多様な

　身振りの中のごく一部を占めるにとどまる。従って当面，ある身体部位が

　ある動きをした場合，それがコミュニケーションにどのような位置づけや

　意味をもって関わっているのかを，正確に記述し得る基礎が必要であ

　る。あらかじめ，何らかの先入主をもって，身体部位の動きを区切ったり

　まとめたりすることは，ともすれば結果的には誤った分節をしてしまうこ

　とになる。できる限り細かな単位での記述をし，それを前後あれこれ組合

　せ，構成して，しかるべきまとまりに分節する必要がある。例えていえ

　ば，「弁慶がなア，ぎなたをもって」式の誤りを避けるため，まずは「べj

　l’一ん」「け」……がそれぞれ，どのように調音される音であるかの記述から

　出発しようとするわけだ。そこでは，コミュニケーシeンに直接関与しな

　い，無意瞭な動作（例えば，翼然に出たクシャミを抑える手，飛んできた

　蚊を思わず追払う手……）までが，原理的には記述される。これらを非関

　与的であるとして，コミュニケーションの要素から雛除するのは，次の段

　踏の作業に慨し，本稿はその段階を準備する方法のひとつを提案しようと

　している。

2．　「変位記録表」について

2．1．　ium変位」という稽語

　コミュニケ・・一H一ションに関与する非言語的媒体のうち，身体部位に関係するも

のごとは，これまで，動作，身振り，しぐさ，しな，所作，振舞いなど，様々
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な術語で呼ばれてきている。ここでは，こうした従来のものには拠らず，「変

位」という術語を用いることにしたい。次のように定義する。

　　　人間の身体のある部位が，何らかの：方向，距離，速度をもって，位置を

　　変える時，これを変位という。「変位なし」という場合，当該の部位が静

　　止しているわけだが，これも含める。

　先に．あげた従来の術語に1ま，いくつかの身体部位の別個の動きをまとめて，

何らかの意味でのひとつの単位とみなし，その単位ごとに意味，表現意図を想

定しているという性格があると思われる。前にあげた例でいえば，交通警窟の

「止まれ」の身振りは，④歩脚を水平にのばし，＠体の正醐（及び背面）を止

めたい交通方向に正対させる，という2つの観点で想起され，その他の，交通

整理にとって重要な顔の響き，手の平の煙き，脚の状態などについてはあいま

いなまま，これらをも含めて全体として信号の身振りと説明されているのでは

ないだろうか。「うなずき」の身振りにしても，頭部を上丁に動かす時に，立

っているか廃っているか，上肢は組まれているか体鶴につけられているか，な

どの他の部位の状態や動きによって，コミュニケーション上，意昧の異なる

「うなずき」と解釈される場合が出る可能性もある。

　ここでの試案は，滋面の必要に応じて，また資料の制約から可能な限り，あ

らかじめ網羅的に区平し設定した身体の部位ごとに，その変位を記述しようと

するものである。記述さ承た各部位の変位を，次の段階で総合し，コミュ＝＝ケ

ーシgン上の機能や意味を検討した際に，結果的に一部の部位の変位が非関与

的であると解釈される場合も数多くあろうけれども，その段踏を準備する基礎

作業として，詑述し得るすべての部位の変位をひとつひとつ確保しておく必要

がある。第1節で述べた本稿の立場3に直接関係する以上の理顧で，「変位」

という細かな単位を設定するわけである。

2．2．　変位のスケーールの設定

　以下では，翠煙される身体部位の名称を，できるだけ鐵常F一一一一般に用いられる

ものから離れない形で統一して用いる。詳しくは江川（1978b）（本論文集所収）

を参照のこと。
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　各部位の変位を記述するについては，いくつかの観点があり得る。

　　　。変位の大きさ，距離

　　　o変位の方向，角度

　　　。変位の速度

　　　・変位の時日

　　　。変位の反復測数

　　　・変位の強さ　など

　当櫃1する資料，特にビデオ・テープ録醐資料の制約から，ここでこれらをす

べて考慮に入れることは不可能である。速度や強さなどについては客観的な計

測手段がまだ手元にはない。扱い得る身体部位も，資料では腰，脚，足が会議

用テーブルに隠れて雪吊さ2’していないので，これらは言己述の対象外におく。

　ここで扱い得るものは，腰より上の上体，上肢，頭部，手部などの変位の，

大きさ，距離，方向，角度，洋間に該当する要素だけである。これらについて

も，例えば心理学の分野では，上体の前後傾度や話し梱手と対する体の角度な

どを10Q蝋位で測定することが行われている（cf．　Mehrabian　（1972）PP・／91～198

など）が，ここではそれまでに詳細な測定は不可有旨である。必要であるなら

ば，より精密な計測手段を導入しなければならない。

　ここでの方法は，変位の大きさ，野離，方向，角度について，身体の周囲に

あらかじめ網の目状のスケールを設定し，これをもとにして，ある野点ごとの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身体部位の位置を記録することに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より，変位を，ある位置から次の

B3　　　　　　　　　　　　　　　　　　位置への部位の動きとして記述し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようとするものである。各種のス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケールは以丁の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　前後の傾き（第2図，第3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第21塞！は上体の前後の傾き

　　　1壌盛で約15度を膿安とする。　　　　　のスケールである。上体の中

　　　　第2図上体の前後の傾き　　　　　　心線（直線と仮定する）の前
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　後の傾きを，それぞれ3段

　階に区下する。原点は腰の

　中央部分とするQ

　　第3図は頭部（頭と首）

　の前後の傾きのスケール。

　原点は酋のつけ根。これはB3

　上体の傾きで移動するの

　で，まず上体の傾きを記録

　し，その状態での酋のつけ

　根の位鷹を源点とする。

2．左右の傾き（第4図，

　第5図）　　　　　　　　　R2

　　第4図は上体の左右の
　　　　　　　　　　　　　R：｝
　傾きのスケールである。

　第5図が頭部の左右の傾

　き。スケールの毅階，源

　点は1の前後の傾きと岡

　様である。斜めの傾きは，

　前後及び左右の傾きの禽

　成として記録される。

3．　向き（第6図）

　　上体及び頭部の水平面

　での向きをみるスケール。

　左右で180度を6等分し

てある．？q掟騨点は，Rl

　上体が胸の前面中心線，

　頭部が鼻である。垂薩颪

　での向きは，前述の前後

　の傾き（第2図，第3図）

N

1目盛で約20度を臼安とする。

　第3図　頭部の前後の傾き
　　　　　　N
　　R］　　　　　　　　　　L1

11「盛で約董5度を目安とする、，

第4図　上体の：左右の傾き

　　　　　N

LL）

1翔盛で約20度を目安とする。

第5國　頭部の左右の傾き

F：1

L．3

L3
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第7図　前後の位麗

聖　蔀　　？　　學　卑

i；　i　i；
1　　　　　　　　　｝

詣：＿　；　L　脂
　IA　　璃壕　　　【　　　ihi　　　　　　　　　　　　　　凌
　・x　　l）　　　’　　　1）
　ロ　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　そ
　・）　・　　　1　　　、　　1一

　　　　第8図　：左右の位置

高低の位置（第9図）

　　　　　　として記録される。

　　　　4．前後の位置（eg　7

　　　　　　図）

　　　　　　特に上肢の変位を

　　　　　　諾録するためのスケ

　　　　　　ールとして以下のも

　　　　　　のを準備する。第7

　　　　　　関は前後の位置であ

　　　　　　る。左右それぞれの

　　　　　　上肢のひじ及び手首

　　の前後方向の位置を，前を3

　　段階，後を2段階にわけ記録

　　する。二段階は上体から直角

　　方向に上肢をのばした際の，

　　ひじ及び手首それぞれの最遠

　　位置を基準に設定した。後方

　　向が2段階となっているが，

　　当干する資料では前方向に比

　　べて粗いスケールで牽分だっ

R：覧　　たことによるものであ

1　　る。上体が変位すればそ
f

l　　れにつれてこのスケーール
l
l＿　　も動く。

い赫の耀（第・図）

逡　ひじ・手首の左右胴

聰　　　の位置を記録するもの。

　　　　設定基準は4と同じ。

ひじ，手首の上下方陶の位置（高低）を記録する。利用しうる資料の鍛
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低位置は会議用机の上面で一一一一一一＿＿＿＿＿．＿＿＿．馬（乎首Max）

ある。図に設定した各段購

　聞の相対的な乱離は互いに

　異く、ている。例えばD3とwh一｛一’一一ff一一

　D2の閣は，難2とH3の閥＿一一一＿＿＿＿．一

　よりかなり近い。

以上が，何らかの段陶を設定一．一一．．．．．

翻桑……｝一…織（蜘貸）

「岬需…一一…鳳…鳳「璃（il正⇔

　　　　：．一一一一”‘’一一〇　（tti）

　　　　　謄一幽一一鼻閏’D1（わき〉

　　　　　「一’一謄｝階D2（ひじ）

して謁述するためのスケールで購　　　　　　　　　　147”　D3（机）

ある。注意したいのは，身体部　　　　　　第9図高低の位置

位の変位という本来無段階的，連続的（アナログ的といってもよい）なもの

を，以上のような段階的，不連続的（ディジタル的）な方式で記述しようとし

ている点である。結果的に粗い記述しか得られない方式であるだけec　，それぞ

れのスケールに中三段浩を更に設けたくなる性質のものだが，当面する資料の

精度や性格からして，できる限り必要十分な粗さにとどめておき，中間段階を

加える記述はさし控える態度を謄躍とする。

2．3、　その他の変位の記述

　スケールと呼び得るものを設定する以外の記述法も，以下の通り，いくつか

用いる。

　7．　手の平の向き（第10図）

　　　手の平（定義された身体部位名称（江川（1978b））では手及び指（手部）

外曾内

　（上下は省略）

第1G図　手の平の田田

荊　　　の内側）の向きを3つの　彗垂で記述する・

／　　前／後嚇・頭音陣き麟牙的）
後　内辱→外　　　上／下（天地方向）

　　　　　　　　　　内／外（上体の申心線を含む前後方向の爾を
嚢…髭

護藝箋　　　　　　　　　　向いているか，反対向きか）

　　　　　　　8．指の状態

　　　　　　　　　手の指の状態を，次の3つの用語で区鋼し詑述

　　　　　　　　する。
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　　屈曲（略称；曲）：積極的，意識的に罵葭された状態。握りしめた状態も

　　　　　　　　　　　含む。

　　弛緩（略称；弛）：無意識的な状態。積極約な曲，伸以外。

　　伸張（略称；伸）：積極的，意識的に伸張された状態。

　これらの状態は，右手，左手の第1指（親指）から第5指（小指）をそれぞ

れ別個に言己述する。

　また，その状態とは別に，指が他の身体部位，物体などに接触しているか否

かも記述する。何をどの指で持つかの記述もこれに含める。この「接触」は指

のほか，ひじ，手首についても記述し，接触対象を翼体的に記す。

2．購．　音声言語形式との対慈

　記述すべき変位が，どのような音声書語形式とどのような関係にたってコミ

ュニケーションに関与しているかは，我々にとって最も重要な関心事である。

先に述べたような，共起，代替，翻訳（の可能性）という関係を基礎に記述し

ていくわけではあるが，しかし，実際にそれを厳密に行うことは現段階では極

めて困難な作業であるように思われる。

　そして，最も大きな困難は，音声三門形式及び変位のそれぞれをどのような

単位に分憎して相互間の対応をとるかという点に集中していると考える。例え

ば「ウン」とか「ハイ」とかの音声言語形式と，いわゆる「うなずき」の変位

とが，共起したり代替しあったりするという雷い方は，あくまで何らかの大き

さの単位設定を前提とした筆述態度であろう。そして，特に変位に関して，前

に述べたような理由から，従来の常識的な考え方による身振りの単位やまとま

りよりも一段細かなレベルでの記述を求める本稿での立場には，そのような労

い方の前提となっているはずの膏声書語形式の単位設定（多くは単語レベルで

問題にしていると思われる）e＃　，極めて粗いものでしかない。音節のレベル，

更には単音のレベルでの音声言語形式との対応を掘絶し得る準備が不可欠で

ある。

　本稿で用いる資料，その作成過程は，しかしながら，この条件を十分に満た

しているわけでない。文字化資料（c£江川（1978a））は現段階では原則として
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片仮名表記であり，音節レベルが記述されているにとどまるし，音声言語形式

に付随するイントネーション，ストレス，プロミネンス，ポーズなどSupraseg－

mentalな副言語約要素の記述もまだ整ってはいない。また，かりに音声言語

形式の側の細かなレベルでの記述が準備された段階となっても，これと変位と

を晴間的に厳密に対応させる作業はなお困難なまま残される。ひとつには，ス

トップ・モーション機構，スローモーション機構，スティル写真化機構など一

段進んだ録画・再生用のハード・ウェアが期待されるところである。

　以上のような困難はあるが，現段階で可能な限りの方途として，本稿の試案

では，片仮名表記の音声言語文字化蟹料を音声字母表記（Broad　Notationの

段階）にあらため，この字母の単位で音声雷語形式を扱うこととした。また，

変位との対応は，簡単なストップ・モーシgン機構のある再生機及びマニュア

ル撮影によるスティル写真を利用するものの，究極的には記録奢の主観にたよ

って認棄することになる。具体的tlこは此節で述べる。

2，5．　変位の名称，その他の寒項

　試案の記述内容の主要部分は以上説明してきたところでほぼ全てであるが，

補足，参考の意昧あいから，次のような事項を必要に塔じて含めることも考え

られる。

　イ．変位の名称

　試案では，ある時点（当面，前述のように音声発語形式との対応で特定す

る）におけるいくつかの身体部位の位置から，次の時点でのそれらの位置への

動きとして変位を記述しようとするのであるから，このレベルでの単位的な変

位に対して，従来のもののように何らかの意味でまとまった名称を与えること

は，「うなずき」とか「手まねき」とかの，変位という観点からも比較的単純

な身振りはさておき，多くの場合不可能である。

　従って，すべての変位に名称を与えることを必須のこととはしないが，それ

でもなお，記述された限りの大きさの変位に相応の名称は可能な隈り付与する

態度は留保することとしたい。主要な身体部位とその動きを特徴的に表す動詞
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の連用形で（例えば「右手まわし」とか「頭部左傾け」などというように）構

成される場合が多い。

　くりかえすことになるが，ここでいう変位が複数個組み合わさって，次のレ

ベルでいわゆる身振り，動作としてのまとまりを認められた時には，それなり

の一般に用いられる名称が与えられる。江川（1978b）のいう「行動様式名称」

はこれにあたるものがその大半を占めていると言ってよい。

　ロ．変位の種類

　様々なものがある変位についても，何らかの分類は可能である。使用する身

体部位tcよる分類，変位の量（距離，時間，回数，角度，方向など）による分

類，音声言語形式との関連による分類なども，それぞれそれなりに意昧はあろ

う。

　ここでは，補足的な記録事項として，変位の種類とでもいうべき観点からの

分類を採ることを提案したい。分類項饅としては

　　屈曲・伸展・回転・往復・その他

の5つを現段階でとりあえずたてておく。当該の変位に関与する主要な身体部

位の変位について5つを区零し，後の記述内容の解釈作業の参考に資すること

を目標にするものである。将来研究が進めば，この項目に修正が加えられる可

能性が十分ある。

　ハ．変位のあり・なし

　ある長さをもった音声言語形式が発せられる問，観察し得る変位が皆無の場

合もある。各身体部位の記述が個捌的であるので，あるいは記録内容があとか

ら読みづらい場合も出て来る。あくまでそのような場合の補助資料として

　　変位（有　・　無　）

の項目を採用しておきたい。

二．発話中か否か

音声言語形式の対応をみる際の補助資料として，発話中か否かについても記
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録しておきたい。当面は，項目として，

　　発話の　　（初頭・連続中・末尾　）

　　聞くのは（i接・間接　）

を採る。「直接聞く」とは，会話の聞き手として二人称の立場で聞く場合，「聞

接的に聞く」とは，傍らにいてワキの立場で聞く場合である。

　以上，本節では提案する「変位記録表」の記述内容，観点，項目，方法につ

いて述べた。これらをまとめて，現段階で一応のフth　一マット化をしたものが

第11図である。

3．　変位記録表への記入例

　以一ドに，当面の資料（c£、江川197sa〈資料〉）を用いた変位記録表への記入

例をいくつか示すことにする。

　紙幅の関係で，6一　kの記入例は変位記録表全体を示すものばかりではなく，

特に注意すべき変位の現れた身体部位についての部分だけを示す場合もある。

扱う変位及び音声言語形式の資料の中での所在は，〈資料〉左欄に付した発話

番号によって示すこととする。

3．1．例1　高い所を示す変位「爾手あげ」

　発話番号磁℃M2「……イマデユータラ　ニカイ　サンガイ　ヨンカイグ

ライ　タカイ　タカミノ　ウエデ……」の発話者M2の変位を第1倉図に示す。

大阪堂島の米相場で，値の上下を高丁台に上って旗で知らせた頃の話をする個

所である。

　「記録の時点」に禽と△で示した個所1づまり，Yuutara，　nikal，　sangai，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血　　　　A　　　《
yonka圭guraiでの各身体部位の位置，状態が認録されている。変位はAの位置
A
からムへの動きとして読みとられるこどになる。yu就araからn呈kaiの変位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　rfts
を記録から説明しよう。

　上体，頭部は，向き，前後傾，左右傾とも変位なしである。Ψ（Aの時点で

の記録）と▽（△の時点）乏の重なり￥がこれを示す。頭部がやや左向き（Lエ）
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S晦ect ．M2

膏一書語形式
イマデユータラニカイサンガイ　白ンカイグライ…
¥組ade　　ydU七ayε駈　　nikai　　Sangai　　　yOnl｛ai琶Urai一一一一一

紀録の臨点 A　　　　　　　ム　　　　　ム　　　　　　ム

発　　　話 初・㊥宋・直上 初・⑧・末・薩・閣

難の撫腫類 有・無・腿；㊥回・1主・他 鶴無・鷹・⑧厘i・往・他

変紘の名称 両　畢　あ　げ 両　手　あ　げ

向　き R　　￥　　．L R　　’》　　L
上
体

百1∫後傾 B　　晋　　F B　　罵　，F
左右傾 ．飛「

@》　　L R　　》　　，L
向　き R　　　￥　L R，　　畢　，L

頭
部

前後傾 B　　号I　F B　　撃▽マ　　　　　F

左右傾 R　，耳目L R口1号　日L
翌旦 B　　　》　F B　　　￥．F
左右 R　》　　　L R　移　，　Lひ

じ
高低 ｝｛　　　　　　▽v　D 1．．｛　　　　　　　D　　▽▽　「　　1

接触 ・　　　　》ナシ 影シ右
上
肢

善な後

@　　　▽▼
B　　　　　▽▽　　　F

左右 R　》，　　L R　》　　，L手
首

商低 H　　　　　▽　　v　D ｝｛▽▼　　　　　マ，　D

接触 》ナシ ￥ナシ

前後 Bl　，》　F B　　　》　F
左右 鷺　　　￥，L R　　　￥　Lひ

じ
高低 　　　　　　　DH　　　r　　▽V　1 　　　　　　　DH1　　▽マ

接触 》ナシ ■冨ナシ左
上
肢

前後 B　，　　　　▽》　F B　　　　　▽v　　　F

左右 R『　1．》，L R，　》　L手
重

高無 狂　　　　　▽　　v　D H▽▼　軍　　　　睾　D

接触 影シ 影シ

．1 1：錘：1》弛　仰ぐ欝掌） 曲￥弛　伸（欝攣〉

2． 》　・　・（の 》　・　・（〃）

右 3 》　・　・（〃） 》　・　・（〃）

4 》’・　・（り 》　・　・（〃）

5 ￥　・　・（’・） 》　・　・（り
指

1 ・　》　・けの ・　移　・けシ〉

2 ・　》　・（〃） ・　耳　・（り

左 3 ・　》　・（〃〉 ・　￥　・（〃）

4 ・　》　・（〃〉 ・　耳　・（〃）

5 ・　》　・．（り ・　》　　・．．（”）

君 向き 一朝一1ゴi幽幽v外 顧幻後上コ㌔内▽外
手
び
）
5
1
：
乙 左

．陶き

り・ tv・ V　。　。　V　・▽・

第12図



である以外，他は中立状態（NないしF）である。右上肢，左上肢はほぼ対称

的に変位している。右，左ともひじは前後，左右の軸，手首は左右の軸につい

て変位がない。ひじの高低がD2からDユへ変位して（上がって）おり，手首

は1）2から0へ上がり，F2か日F】へ後退した。机の上方に少し離れて（接

触ナシ），それぞれまっすぐにのばされていた左右両上肢の，手首が肩の高さ

まで，ひじがわきの高さまでそれぞれ上がったわけだ。左右のひじ，手首とも

ずっとどこにも触れないでいる（接触ナシに￥）。右手の指は扇子を握って曲

っている。左手の指は弛緩の状態。手の平の向きは，左右とも下内向きから下

向きへ変位した（Ψが一’ドと内に，▽が下についている）。

　続くsangai，　yonkaiguraiも同様にみることができる。前のnikaiの位置

からsangaiの位置へは，左右のひじ（Dl→0），手首（0→H2）の上方向へ
　　A
の変位で移動する。続くyonkaiに至って，これらは更に，ひじがO→H1，
　　　　　　　　　　　A
手首がH：2→H3に上がっている。この時点で左右の両上肢は上方にほぼ伸び

きっているわけである。手の平は最終的に前内方向に変位した。右手の指は依

然，搦子を握っている。

音声亨霊語形式

．記録あ畷彌　▲

ビヤーット

垂奄凾≠≠狽狽潤

@　　ム

的後
B　　　　　　　　　　F

@　　　▽　▽　、

左イ了
R　　　　　　　　　　L

C，　，￥　、

ひ
じ

高低
H　　　　　　　　　　D

@　　　　l　1▼　▽

接触　　　　ナ縄左
上
肢

前
後
噛
■
左
右

B　　　　　　　　　　F

齊処黶Q＿L▼　▽　嘉R　　　　　　　　　　L

@　，　￥＿，手
首

1高晒
li　　　　　　　　　　D

@い，　　▼　，▽　撃

鼓触 ナ醤

　　』

ｶ　2　　己

封lj　弛　伸　撞　触

潤@　　「弓｛2’ゆ

指
3－

S
5

￥　　　佐1・；の　　　　　　　　一

D　　　　＿並＿．、
@　　　　　ナン、
￥　．　‘一1ヅ

乎・

ﾌ
平

左 【f重き
1霧・後・」二・下・内・外

@　▽　，　▽　▼　．

第垂3図

　　3．2．例2　ロでマッチをつけるしぐさ「左手

　　　　　　つきだし」

　　　発話番号050－0・M2「……クチシテネ　ピャ

＿．．．一 bト……」の部分の変位のうち，左上肢，左

r＿． 阨狽ﾌ変位を記録したのが第13図である。街灯

一に灯を点して廻る人の，口でマッチをする身振

”『一

噤hりを模す三所である。

　　　曲げられた第1指，第2指がXI元で互いに接

tt… �ｵあって何かをつまんでいる様子である。手

：：：：：：：：首は，前後，左右，高低ともロ近くにある。こ

’一・・ ﾌ血の位置　（piの時点）から，ひじが後方へ

一・
iFl一・・　O）少し下がり（D2→D3），手首が前

　　方へ（F］一一・F2）下がって（0→D2）△の位置
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（一ttoの声点）へ変位する。この変位は相当急激なものであるが，その速度や

強さを記録することは，残念ながら現段階ではできない。

3・3・例3　あいつち，うなずきの「頭部上げ」「頭部下げ」

　資料の座談の司会者（略号：C）の発謡には「ハイ」「パー」「ホー」「アー」

「エー」など，いわゆるあいつち，うなずきが数多くみられる。最後の例とし

て，このあいつち，うなずきを構成する変位の記録をみておこう。

　資料に現れたCのあいつち，うなずきは，全部で80か所あるが，これらは音

声言語と変位との共起関係からみて，少くとも以下の3種類に分類できると思

われる。

　イ．音声言語形式だけで，ここで扱い得る変位のない場合（2か所）

　ロ．変位だけで，音声言語形式のない場合（10か所）

　ハ．音声言語形式と変位が，同時にないしは連続して記述される場合（68か

　　所）

　このうち，イは最もまれな場合で，

　　025－1　C　ホー一

　　〇41－2　　C　　ノ、一

の2例である。変位なしとはいうものの，ここで準備した記述法で把握される

変位がないというだけで，それ以外の表情などがこれに代っている可能性はも

ちろんある。

　ロにあたる場合は

　　029－O　M2サンジュゥヨネンダ〈デケタンガ

　　039－O　M2キヌノナァ〈ホソナガイヤツオ

　　052－O　M2セキュバッヵリダ〈セイ　ワタシラ

　　052－OM2アマガサキノ　アノナ〈フノマチバシ

　　052－O　M2フタヵン　ハイツテマンネ〈。

など10か所のくの部分にみられる。M2の発話に聞入るCが，黙って頭部をう

こかすわけである。音声言語に代替して機能する変位の現れであるこれらの事

例は，我々にとって最も興味深いものである。コミュ＝ケーションに文字通り

積極的に参加している変位の存在がここに見られるわけである。
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　68例を数えるハ，及び10例のロに見られる変位は，ひとつひとつの三三をし

ていけば，上体，上肢，手部などに様々な差異を有するものであるけれども，

頭部の変位に関しては次のような記述が可能な2種類に大引できると思われ

る。

音声言語形式 ノ＼　　一

?ａ?

記録の蒔点 ム　　ム

発　　　話 ⑭中末直間

向　き
R　　　　　　　　　　　　　L

Q》『多睾睾上
　
　
　
体

前後傾
B　　　　　　　　　　　　F

@l▽マ　　　1

左右傾
R　　　　　　　　　　　　　L

忠P》　＿
向　き

R　　　　　　　　　　　　L

戟@》　，
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
）
頭
　
　
　
湖

前後傾
B　　　　　　　　　　　　F

@l▽　V　l
左右傾

R　　　　　　　　　　　　L

u目》『　畢

音声比毛形式 ノ＼　　一

?ａ?

記録の時点 企　　△

発　　　話 ⑧中末直間

向　き
R　　　　　　　　　　　　　L

Q謬＿，上
　
　
　
体

前後傾
B　　　　　　　　　　　　　F

Q，￥1
左右傾

R　　　　　　　　　　　　　L

C　》，

向　き
1ミ　　　　　　　　　　　　L

C口》，口頭
　
　
　
部

前後傾
B　　　　　　　　　　　　F

@　lマ▽　1
左右傾

R　　　　　　　　　　　　L

@　，》，
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　第14図　　　　　　　　　　　　　　　　　第15図

　第エ4図は発話番号016－1C「ハr」，第15図は029－1　C「パーjの一所の

変位である。上体と頭部の記録のみを示すが，特に頭部の前後傾を注目した

い。音声言語形式は嗣じ「バー（haa）」で，変位が始まる蒔点（h）での前後

傾も同じ正立状態（N）であるが，変位の結果は，第14図ではB1（後：傾），第

15図ではFi（前傾）なのである。つまり，三者は頭部を正立から更にもちあ

げるようにする，通常「感心した」とか「驚いた」という意味あいが込められ

ていると説明されるような頭部の変位，後者は「ウン」「なるほど」と一般に

は翻訳されるだろう頭部の変位である。この2種類の頭部の変位は，音声言語

形式が「パー」以外の「at　一」「ホt」「ハイ」の場合にも，また音声言語形式

のないロの場含にも現れている。ここではその詳しい分析はできないが，この

2種類の頭部の変位の差異は，あいつちを打つ対象である相手の発言内容や，

それに対するあいつち表現者の心理内容などが深くかかわって現れたものだと
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考えられる。いわゆる応答言遡について様々な分類や分析が，これまで音声言語

形式のみを索桝にして試みられてきているが，ここに示した2種の変位の存在

は，その作業に何らかの示唆を与えることを期待させるものである。

　この他，あいつち，うなずきに関わる頭部の変位については，これらが現れる

タイミングの問題一一相手の発話に1何らかのModalな要素（終助詞や間投詞，

助動詞の一部など）が現れるたびに現れると大きくは言える一一や，ひとまと

まりのうなずきで何回も頭部の上下方向の変位がみられること一〇29－OM2

サンジュウヨネンダ〈デケタンガ（前出）では5回，061－1　C　アー　では

4回など，興味深いことがらが多い。

　以上，ごく少数の記入鋼を示しkにとどまるが，音声書語形式にいわばも・．

ばら補助的に付随する変位，音声雷語の内容を補完し説関する変位，音声言語

からある意味で独立し得る，これと代替し得る変位など，異ったレベルの変位

を例として記録表試案を説明してき’た。

4．今後の問題点一まとめにかえて

　嶽上，提案すべき変位詑録表の立場，概要，使用例について述べてきた。最

後に，これまでtc十分ふれることのできなかった今後の問題点のうち，重要と

思われることがらを3点だけ指摘し，まとめにかえたい。

1．2．4節でふれたが，変位及び音声言語双方の単位をどのように設定するか

　は，最も重要な問題点として残り続ける。変位の側の単位については，例え

　ば前節の例3で示したあいつちで，同一の頭部の変位が何度もくりかえし現

　れるような場合，それをまとめて1つの単位とみる立場と，頭部の上から

　下，あるいは下から上への変位を1圓分ごとに1つの単位とみる立場とがあ

　り得る。より細かなレベルでの記述を求めるここでの試案の立場は，いうま

　でもなく後者の立場ではあるが，他の様々な種類の変位について，共通の単

　位設定基準を用意する必要があるとすれぽ，再検討されねばならないはずで

　ある。現段階ではその共通の基準として，身体部位の変位の流れの中での，

　何らかの屈折点，あるいは停留点ごとに変位を区切ることを原隊的にたてて
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　いるが，なお検討の余地はあるかもしれない。

2．ある変位の有する，コミュユケーション上の意昧一“頭部上げ丁げ”な

　ら「肯定」とか「同意」，ヒ顕部横ふり”なら「否定」F拒否」などなど一

　の記述を可能ならしめる枠組を準備する必要がある。第1節で示した本試案

　の立場の3に関連することだが，変位という単位自体にそのような意味を対

　応させることは，当初から排除する立場に立っている。階己述的調音音声学”

　に対応するという断以であった。ここで記述された単位としての変位は，次

　の段階一例えばBirdwhistell（1970）のいうKinesやKinemorphsのレベ

　ルであり，江川（1978b）のいう言語行動様式のレベルであって’t形態論”に

　対応する　　で意味を与えられた身振りとして構成される。従って，この次

　の段階へ進むための方途として，比喩をくりかえせば“音韻論（Phonem重cs）”・

　tt－9結三論（Phonotactics）”に対応すべき枠組を準備する必要がある。

3．本試案は，当面与えられた資料を記述するための欄別的な記録法であるに

　とどまる。座談という，ある意味では日常生活において特殊な場面を対象に

　しているだけに，考慮に入れた身体部位や記述の観点も限定されている。こ

　れを，より全体的な，汎用性の高いものに仕上げる作業は不可欠である。そ

　のための，資料作成に関わるハード・ウェアの検討・整備もあわせて必要で

　ある。

　この他にも残された問題点は数多いが，以上の点を特に注意しておく。この

試案の作成作業を含む研究プロジェクトが開始して，まだ日は浅い。今後の課

題としておきたい。

＜注＞

　1．調査の概要，資料の種類・内容等については，江用1978aを参照されたい。

　2．　Blrdwhistell　1970　PP。192～226参照。

　3．　指郭内の訳語は広井1976をもとに，若干の追加変更を加えた。
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橘覚勝1976手　その知恵と性格（誠儒書房）
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F．C．パン　1976手話の文掌化（「手話をめぐって」所収。文化評論出版）

佐藤儒央　1973記讐的身ぶり（書語生活　1973年3月号特集：身振り雷語）

杉戸清樹・沢木幹栄　1977衣服を買う晴の雷語行動一その諸側面の観察（言語生

　　　　テ養　　1977年11）怨号）

〈付記〉

本稿は，昭和52年度文部省科学研究費特定研究「奮語」を受けて実施した

「談話行動の実験社会雷語学的研究」（代表老・渡辺友左）の一部である。
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